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中学 三年 生の あなたは 今、 修学旅行の バス  悪夢の 殺人ゲ —ムは 始まった。 日常の なん 
に 插られ ている I 。  でもない ト ラウマが、 殺し 殺される 理由に 
笑い声 や 先生の 叱 I 声* 好きな 人への 視線、 なる。 生き残ろ ラと 必死になる 者。 あきら 
親友の 打ち明け話 …… 。  めて 愛する 人と 死を 選ぶ 者。 力を 合. 零 
バスは やがて トンネルへ と 入る。 なんだか  平和を 訴える 者。 そして 妙に 冷静な 曈を 
今日は やたらと ネム イ。 深い 眠りの あと、 友  持った 者……。 

人たち の 戸惑う 声に 目を覚ます と …… 。  友人 達が 次々 と 命を 落とす 中 V 男子； 2 番七 

原 秋 也は、 同じ 孤％ 除で 育った 親友 •国 信慶 
そこは 朽ち果てた 廉校の 教室。 城 岩 学園 中  時が ほのかな 想いを 寄せて いた 女子 E 番中 
学校 3 年 B 組の 生徒た 卷は 、いつのまにか  川 典 子を 守る ため、 K 器を 取る 決意を する。 
謎の 軍 膝に よっ て 深夜の 無人島へ 連れ去ら  そして 鹿 校の モー | 夕— ル— ムでは 、ジッ と 
れて いた！ 突然、 かつて クラスの 担任 だっ  生徒 達の 殺し 合いを 見守る 教睇 •キタ ノの 
た | 人の 大人 •キタ ノが 来て* ゲ—ム の 開始  冷めた 背中が あった …… —• 

を 告げる。 

「今日はみ なさん に， ちょっ と 殺し 合いを し  原作は、 第 5 回 日本 ホラ— 大賞の 最終 選考 

て もらいます」 惠  基賣に 「非常 一一 不愉快」 と 非難を 浴びな 

紹介され る I の 二人の 転校生。 疑念を 断ち がら、 その 衝犟 的な 内容と 絶対的な 娯楽 性で、 
切る よう IT 鳴り響 < 銃声。 悲鳴。 恐怖。 突如， Q 代 Q 代の 読者 屑を 中心に A 万 部を 越える 
襲う あまりに 理不尽な 親友の 死 …… 。  大べス ト セラ— とな 〇 た 高見 広 春に よる 小 
生徒たち は BR 法 {新世紀 教育改革 法) の T,  説 PC ト ル •ロ ワィア ル J1 
健全なる 大人を 育成す るた めの 犠牲と して、 監督は、 撮影 中に Q 歳を 迎えた 日本 アク シヨ 
武器と 食料を 渡され、 最後の I 人になる ま  ン映 画の 巨匠 •深 作欣二 。タラン ティ— ノや 
で 殺し 合わされる。 制限時間は 三日間。 首  ジョン •ウー にも 影響を 与えた エネ ルギッ 
には 爆薬の 詰ま 〇 た 首輟が 付けられ" 脱出  シユな 深 作 演出が、 800 人 以上の 候補者 

は 箱 対 不可能 -  から 選ばれた 若手 俳優 «人 "そして ビ—卜 

「人生は ゲーム です。 みんなは 必死にな 0 て  たけしとの 夢の 対決に よ 0 て、 いま 強烈な 
戦っ て， 生き残る 価値の ある 大人に なり ま  疑§と 未 体験の 感動を 叩きつ ける！ 

しょう」  「絶望を 生き残 4¢!  上映時間… 1 時間 S 分 
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A ■毎年 一回、 全国の 中学 三年 生 四 p 
三千 クラスの 中から 厳正な 抽選に 
よつ て 選ばれた" と— つても 幸運な 
I クラスに、 最後の 一人になる まで 


つても らう 法律で— す。 正式 名 


称は 「新世紀 教育改革 法」。 運営. 
実行は 防衛庁'  国家 公安委員会、 
ならびに 自衛隊の 全面 支援の 下、 「B 
R 法 推進 委員会」 によって 執り行 

われて いま— す D 推進 委員会の メ 
ンバ— は 志願した 識者 や 元 教職 者で、 
管轄は 文部省で一 す n 


A ■ル— ルは 簡単で— す。 生き残る だけ 
で— す。 反則は ありませ 一ん 。武器 
と 食料は 渡し ま 丨 す。 武器には アタ 
リも あれば ハズレ もあります、 これ 
は ハンデを なくす ためで— す。 戦場 
はいくつ かの エリアに 分かれて いて、 I 

日 四 回、 午前と 午後の 〇 時と 6 時に 
放送を 流し ま— す。 放送の 中では 何 
時から どの エリアが アブ ナイと 教え 
ますから、 ただちに 禁止 エリアを 離 
れて 下さい。 なんで アブ ナイ かとい 


A — あ、 それと タイムリ ミツ トが あり 
ま— す。 三日間で— す。 三日 経っても 
最後の 一人が 決まらない 場合、 全部の 
首輪は 自動的に 爆発し ま— す。 優勝 
者は ありませ— ん 。せつ かく だから 
ベストを つくして 戦つ て、 絶対 そんな 
寧に ならない よぅにね つ n 
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現場を 覆う 数々 の m 題 ば、 旧来 e  本 理念では 剖 
レ 得る ものでは ない。 対応策は ひとつ 乂強 い大- 


れらは 今 ここに - 
確立す るた め、 こ g 
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ぃ新 しい m. 胄の 基本 


制定す る 


第二条 8 0:の対象) ^ ^  &R は 
中学 三年 生のう ち 1 毋年 ー クラ 又 


敎育を 終える 全ての 
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はお、 その 機会 一 
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A ■新世紀の はじめ、 飽和した 世界 経 
済は この 国に 大 不況を もたらし ま 


した 


完全 失業率 15 % 突破、 失 


業者 一千 万人。 全国の 不 登校 児童 


肇 


生徒 0Q 万人。 そこで 困った エラ ィ人 
達は 深刻化す る 崩壊に 歯止めを か 
ける ため 「BR 法」 を 制定、 生き残 
る 価値の ある 大人を 育成す る 事に 
しました—。 BR 法は 等しく 国民の 
皆さんに 義務づけられて いま— す D 


A ■ハ— ィ 、そこで 皆さんに つけて もらっ 
ている 首輪で— す。 この 首： 輪は 耐 
ショック 性で、 絶対に 外れ ませ— ん〇 
内側の センサ— が 皆さんの 位置と 心 
臓 パルスを モニタ— していて、 不穏な 
行動を とる 人 や 禁止 エリアに 残っ て 
いる 人が いたら…… ボン ツ ー て 爆 
発し ま— す。 無理には^ > そうとして 
も 爆発 しちやう ので、 絶対 そんな 事 
しないで ね D 


A ■帰れ ま 一 す。 しかも、 生き残つ た あな 
たは、 健全な 国民の シンボル として、 
生涯に おける I 切の 生活が 保障され 
ち やい ます。 ただし、 帰れる のは 最後 
の 一人 だけで 一 丈 m 


A ■でき ま— す。 ただいま 参加 志願者 募 
集中！ 君 も、 明るい 未来に 向かって 


し よ〇 
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レ  〇  スタン カン 

DATA: 中 川 典 子の 親友， 世話焼きで 修学 
旅行 委員 写真 播彩か 趣味で 三 村が 好き 
女子 不良 グループとは 仲が 悪い 


血液 M:0  武器: 銃 7 ルサ -PPKS 
DATA: 料理が 得意 普段は おとな L 
たない 性格 だ A 气 怒る とコ ワイ， 


血液型: B  武器: ピッケル 

稲田 瑙穗の 親友で アイドル おたく 
ニ キビで 悩む ところ も ある。 
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血液 5^B  猷  ビコ ビコ ハン マー 

DATA: 女子 不良 系. 相 馬 光子， 泪 水比呂 
乃と 仲が良く、 窟元洋 二と つき 合って いる 


A  B  8 ぬ Mlim ホ W •加 曲 4 

DATA: 難麵在 かけた クールな 優等生 だが、 
キレ ると 恐い w 不眠症* 


B  X( スタート 前に 死亡） 

D A 了 A : 色白で 広めの 顧， クラスでは 保健 
委員を 務める . 


血 满 型: A 狀 双眼鏡 

DATA 小柄、 平均 的な 女の子 真面目な 
性格から イジ メ にあった 経験 有 M, 孤立 感 
から, B 組で 唯ー キ タノと 心を 通わせて いた 


45  口径 
験 あり 
5 存在 _ 


血液 Si: A  武器: カマ 
DATA: 超 梅 美形の 裏に、 哀しい トラウマを 
_ している, 母親は 酒飲みで, 体を 充られ た 
過去 も 得意 技, 色仕掛けと ウソ 泣き， 


血  B  技: SE ブロ-ニン ダ. ハイ ハワ -S ミ1/ 
BATA レー ボール 部に 所属、 内海ら 体 
育 会 グループの サブリー ダー的 存在。 他に 榊、 
野 田  >  松 井. 中 川 有 香らと 仲が良い 


B  銃 グロ ック 13  3 ミリ 

:り 〖 おしと やかと いうより はおち ゃめな 
性格 杉 村とは一 度 も 口を 間いた 辜 かなく、 
その 気持ちには 少しも 気づいて いない 


jJn 油 型: A 武. 壽薬 

父親に 家庭内暴力を ふるわれ てい 
た 事から. 人一倍 暴力 的な 行為には 過敏に 
反応す る， 


服 


痛 


紙 実 
とっき 


血液型: B 魷尜 手榴弾 

父は 町 請 会 謂 員で お® 様 なぜか 
沼 井ら 不良 グル _ブ とよく つるんで いる 


- 緒に 


mmM^o 武器: 統 S&W357 マグナム 
⑴ VTA : バレーボール 部に 所属 U 女子 体 
育 会 グル- ■ブの リーダー 七 原とは 幼な じ 
みで 秘かに 想いを 寄せて いる 


千草 貴 子 vs 新 井田 和 志 


相 馬 光子 VS 千草 貴 子 
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の 頃の 女子は 怖いです よ (笑 r 
高 野 怖い といえば、 あの 灯台の シ—ン 。娘た 
ちが 繰り広げる 内 ゲバ もどき の 戦いは す さま 

じかつた。 

深 作 試写を 三度 も 観た という 女性 客が、 あ 
の 場面へ くると、 もう 泣けて 泣けて しかたが 
ない と 言 〇 てました ね。 

高 野 それ こそ、 監督 冥利に 尽きる という か、 
してやつ たりと いう 感じです ね。 

深 作 フッフ (笑 r とにかく、 子供ら が 皆よ く 
やつて くれ ましたよ 往年の ピラニア 軍団 そこ 
のけの 大 活躍で： ハ— 卜 2 が 撮りた く なった (笑)。 

高 野 スケ ジユ— ルの ことを 考えたら、 ビ—卜 
たけしさん の 起用っ ていう のは 諸刃の剣と い 
う 感じが なきに しも あらず じ やな かつた です か。 
深 作 どっ ちみち、 セリフは 正確に 覚えて こな 
いだろうと 思つ ていたから" カンニング ぺ ー パ— 
を ずら— っと セットの 壁 一杯に 張り巡らせて 待 
つていたら 、入つ てく るな り 吹き出し てね 「こ 
んな ことして いいんです か？」 つてべ いや 1 気 
楽に やって くれ 6 マ— ロン •ブランド だって、 丹 波 
哲郎 だっ て 二流の オバケ 役者は こういう 手を 
使つ て 名 演技を やつて いるんだ」 と 言つ たんだ 
けど、 どつ こい、 入つ てるんで すよ、 セリフが。 こ 
れ には 驚きました。 見事に 入 〇 てた" 

高 野 セリフを しっ かり 覚えて 現場に 入る し、 
アドリブ も 冴えて いる。 I 流と いわれる 由縁で 
すね。 

深 作 そういう 意味で も 『流でした けど、 何と 
いつても あの キャ ラ クタ— です ね。 あれ だけ 酷 
薄な 設定の 役柄 にもかかわらず'  首く くった 
七 原の オヤ ジ と同じように 苦しんで るんだ、 
こいつ も、 と 親 客に 思わせて しまう 説得力。 

それから I 番 最後には 中 川 典 子に 「やっぱり 
心中す るん なら お前 だよ な」 と 迫る あたりは、 
自分で 演出しながら もす ごく al に 落ちる 快感 
が あつた。 


高 野 あそこは やっ ばり 映画に なって ますよ 
ね。 水鉄砲で 擊ち あって 被弾す る " 取 後に 起 
き あがっ て、 「馬鹿野郎」 って 言っ て、 ち ゃん と 
ビス ト ルを 持っ ていた ことを わからせる という 
あざとい 演出 (笑)" 

深 作 それから 最後、 あれ もよ かった。 クッキ I 
くわえた まま、 ふらつ と 死ん じ やうと いう あの 
芝居。 すごく 好きで したね、 私は。 

高 野 たけし さんは インタビュ— なんかで も、 
自分が 監督を するとき に、 役者から、 こうした 
らど うかと か 言われる のが 嫌 だから、 監督の 
おっし ゃる 通りに 演技し ようと 思った、 て 言 〇 
てます よね。 

深 作え え、 たしかに 何にも 言いませんで したね。 
高 野 そういう 意味では、 すごく プ a の 集まり 
だっ たという 感じが します よ。 いや、 これ も 期 
待 以上の キャ ステ イングでした ね。 

深 作 ええ' 期待 以上でした。 

高 野 クライ マツ クスに 出て きた あの 絵は、 た 
けしさん 自身が 描いた ものを 使っ ています よね。 
お願いす る 時に、 細かい 注文 も 出したん です か？ 
深 作 いいえ ゝラス トが どうなる かも まだ 決 
まって なかっ たから。 ただ 典 子との 関係と いう 
のは'  美女と 野獸 という か、 そういう ことを 予 
測して いるんだ けどと いう 話は しました が、 絵 
が できあがっ たのは あの シ—ン をと る 直前で 
した。 とにかく そんな イ メ—ジ で 典 子を 描いて 
くれと 言っ たら 「どうもよ くわから ないから、 
キラ キラ お 星 様 描 いちやった。 いいんで すかね、 
これで」 「大変け っこう です」。 いや、 ホン トに 好 
きだった な あ、 あの 絵は。 

高 野 緒 形 拳 や (片 岡) 鶴 太郎 には 描けない 
絵 だ。 あざと さがありません ものね。 

深 作 手厳しい ね (笑)。 でも やっぱり、 あの 絵は 
たけし 君し か 描けないで しよう。 「これは 小学 
校 六 年生の 感覚で 描こうと 思った」 と言うの 
を 聞いて、 やっぱりた だ もんじ やない な、 絵を 描 
かせても、 と 思った。 


彼が 映画を 掼る ときに ず— っと 組んで る キャ 
メラ マンの 柳 島が 今回 僕の 組に ついて くれたん 
だけど - 体 北 野 監督は、 キヤ メラ マンに どうい 
う 注文を 出 すんだ と 聞いて みたす ると 「注文 
というのは 別にない けれども、 ひとつ 思い当た 
るのは パ チ カメの 感覚で 撮っ て くれ」 と。 つまり 
素人が ボンと パ チ カメで 撮る と、 人間が セン 
夕— にいて むやみに 余白が ある 写真が あがる。 
画と して 凝らないで、 投げ出す ような 感覚で 
撮っ て ほしいと いう Z となんで すね。 彼の 映画 
を 観る と； j の 言葉は すごく よく わかり ますね。 
高 野 またそう いう 注文を 出せる というの が I 
なんだかし やくに 障る けど、 わかりす ぎている 
とい ラ か。 

深 作 それで また 柳 島が、 今度の r ハ トル. ロワ 
ィア ル』 はどうす るの か“ こっち も あまり 注文 
しないで ほつ たら かしてい たんだけ ど、 どんどん 
画が 詰まっ てく るんで すねそうかと いって" こ 
れ まで 僕が やって きた 画の 詰まり 方とは 全然 
違う、 ある 白が ある。 それが よかった です ね。 
彼の カメラ、 小 野ち やん の ラィ テ ィング、 おかげで 
すごく 好きな 作品に なりました ね それにしても" 
いい キャ メラ マンです よ、 彼は。 性格 もい い、 ごた 
くも 言わない、 そして 変に 熱くなら ない。 

高 野 スタッフ も ~ 流 どころ が 集まった 現場と い 
う 感じです ね 。 

深 作 それにしても、 七十 歳の ジジ ィが 十五、 
六歲の 子供ら つかまえて 「走れ—、 転べ—、 死 
ね I 」なんて、こんな戦争ごっこや 0 ていいのか 
な 一 と、 ふと 思う Z とは ありまし たね (笑)。 

高 野 芸術家は 完璧に 実 年齢を ジャンプして 
いきます よね。 同時に また、 十代の 子供たち も、 
学校では 教えて もらえない ことを 体感で きた 
んじや ないかな。 作品が 社会に 与える イン パク 
卜 もさる ことなが ら 、映画 製作の 現場で、 まず 
は 子供たち に まじめに 生きる こと、 与えられ 
た 役割を まつとう する ことを 教える ことが で 


高 野 悪名 高き 深夜 作業 組と しては 異例の ス 
ビ— ドで 撮影が 終了し ましたが {笑)、 実際に 撮 
影を 終えて みて‘ 各 俳優の 印象は いかがでした か . 
深 作 四十 二人の なかで、 これは と 思っ たのは、 
前 田 亜季です ね _u 取 年少で、 正真正銘の 十五 
歳です が、 これが キ タノと 向き合っ て も、 藤 原 
君と 恋愛め いた 情感で 向き合 っても、 全然 も 
の おじしない ど Z ろか'  実にす がすが しく 中 三 
の 少女を 演じき 〇 ている。 

高 野 前 田 亜季には 天性の ものを 感じます ね U 
吉永 小百合さん みたい にな るん じ やない かと 
思います。 小柄な のに スク リ—ン 映えし ますよ ね。 
深 作そぅ です ね。 

高 野 アクション シ—ン では： すいぶん 苦労 さ 
れ たと 思います が、 印象に 残っ ている 役者は い 
ます か。 

深 作 さすがに 自分を 鍛えて いるな と 思った の 
は 藤 原 竜 也でした ね。 スタン ト ー切な しで、 熱 
い アクションを 見せる I 方、 すごく ナイ— ヴな七 
原 秋 也 像を 造形して くれた。 Z の 血な まぐ さ 
い 殺人 ドラマが、 清潔な 印象を 残して いるのは、 
藤 原、 前 田 n ンビの 好演の お 陰です ね。 

高 野 それから、 山 本 太郎。 

深 作そぅ。 かなりの 反対を 押しき っての 起用 
だった けと、 その 期待に 充分に 応えて くれた。 
高 野 太郎 は'  本当によ かった です よ。 役者 人 
生に おいても、 彼は すごく いい 役を 拾っ たんじ や 
ないです か。 完全に I 皮む けました ね D 
深 作 桐 山 役に 固執した 安藤 政 信の 選択 も 正 
解でした ね。 彼は よく 自分を 知っ ている。 柔軟 
な 感性と 肉体に 恵まれ ている から、 今後の 活 
躍が 楽しみで すね。 

高 野 それに'  柴咲 コウ， 栗 山 千 明ら 猛女 連の 
活躍 (笑 \ 

深 作 柴咲の 「死ねよ、 ブス」 って セリフが 若い 
女性 客の 人気の 的に なって るんで 驚いた。 

高 野 印象に 残る セリフです からね。 

深 作 栗 山の ナイフ さばきと 言い、 まったく こ 


TEXT: 「仁義な き バトル • 
ロ ワイア ル」 （深 作欣 二/ 
高 野 育郎 共著 アスペクト 刊 
1,200円 + 税） より 再構成 


高 野 育郎  (エグゼクティブ， ブロ デュー サ ー） IKURO  TAKANO 

1351年5月8日 生まれ. 出版、 音楽、 映画と いった メディアを 横断す る カルチャー コング ロマ リット、 アム •グルー プ 代表 
美術 出版社 編集長を 経て 「ジャパン‘ アベニュー」 r セブン シー ズ J などの 編集長を 歴任# この間， ヘルムート • 
ニュー トン、 ロバー ト ■メイプルソープの 展覧会 企画 t 相檐 大野 W 問辺關 発の グランド コンセプトを 立案す るな ど、 出 
版から 都市までを プロ デュー スす t 現在, 日本一の 歴史を 誇る クラス •マガジン 「バケーション」 の 発行 人 兼 橱集長 


高 野し かし、 監督が 今回 f ハ トル-ロ ワイア ル j を 
撮っ たのは、 本当によ かった と 思います ね。 監督 
は 自嘲 的に、 孫みたい な 年の 子供と 遊んだ と 
おつし やる けれど、 テ！ マの 選び 方と か、 じつに 
いい 仕事で したよ。 監督が この 映画を 作っ たと 
いうのは、 これまでの フイ ルモグ ラ フイに さらなる 
光を 添え るん じ やない かなと いう 感じが します。 
深 作 結果と して 光る かどう かは ともかく 「孫 
みたい な 年の 子供ら を 集めて、 ええ 年して」 と 
いうのは、 実は 自嘲と いうよりは 煙幕なん です よ， 
本当に 俺は 面白かった、 楽しかった。 しょうが ねえ 
ジジ イだ なまつ たく、 と 我ながら 思います けど。 
10 冋野 それが 遊べる、 楽しめる という ことじ や 
ないです か。 だっ て、 監督よりも 年上の 人間を 
集めて 映画を 作 〇 て も" 何も 面白くない と 思 
うんです。 そんな 作品が、 T7 カ デミ— 賞 だか 力 
ンヌ 映画 賞 だかを とった としても'  僕は なんだ 
か 寂しい な。 

深 作 年寄りを 集めよう とは 私 も 思い ませ 
んね 。やっぱり 集めるなら 孫です よ。 女の子 
はピ チビ チして るし ね (笑)。 みんな 力い っば 
い 走っ て くれて、 ほんとうにい い 遊びを させて 
もらっ た。 あとは、 願わく ば、 損に ならん よう 
な (客の) 入り 方を して ほしいな。 

高 野心 臓に 悪い (笑)。 まあ、 いいん じ やないで 
すか‘ " 7 世紀 最大の テ ー マが すばらしい 作品に 
仕上がって、 反響 や 前 評判 も 上々。 H グゼク 
テイ ブ ■プロ デュ— サ ー としても 僕は もう 何も 
言う ことは ない ぐらい 満足です。 結果の ほうは 
蓋を あけての お楽しみと いう ことにして、 次 世 
紀に また 新しい 遊びを 楽しみ ましよう。 

PHOTO/ 樹 引典久 (くしび きのり ひさ) 


封 切 年 タイトル 
19B1 風来坊 探偵 赤い 谷の 惨劇 
1881 風来坊 探偵 岬を 逋る黑 い 風 
1861 フアン キ ー ハットの 快男子 
186 1 フアン キ—ハ ットの 快男子 二 千万 円の 腕 
1881 白昼の 無頼漢 
19 B2 誇り 高き 挑戦 
1862 ギャング 対 G メン 
1363 ギャング 同盟 
1864 ジャ n 萬と 鉄 
18B4 狼と 膝と 人間 
19EB 脅迫 (おどし) 

1968 カ ミ カゼ 野郎 真昼の 決 斗 
18BB 北海の 暴れ 竜 
186 7 解散 式 
18B8 博徒 解散 式 

1968  000 

1888 恐喝 こそ わが 人生 
138 8 ガンマ _第3 号 宇宙 大作 戦 
1989 黒薩 薇の 館 
198 B 日本 暴力団 組長 
187 〇 血染めの 代紋 
187 D 君が 若者なら 
187 〇 ト ラ* ト ラ. 卜 |フ！ 

1871 傅 徒 外人部隊 
1872 軍旗は fc めく 下に 
1 87 2 現代 やくざ 人斬り 与太 
1072 人斬り 与太 狂犬 三 兄弟 
1973 仁義な き 戦い 
1873 仁義な き 戦い 広 島 死圖篇 
1873 仁義な き 戦い 代理戦争 
1874 仁義な き 戦い 頂上 作戦 
1074 仁義な き 戦い 完結 篇 
1874 新 仁義な き 戦い 
1075 仁義の 墓場 
10,75 県警 対 組織 暴力 
1B7S 資金源 強奪 
137 5 新 仁義な き 戦い 組長の 首 
197 B B 走 パ 11 ック大 激突 
187 6 新 仁義な き 戦い 組長 最後の 日 
197 B やくざの 蟇 場 くちなしの 花 
1377 北陸 代理戦争 
197 7 ド— ベルマン 刑事 
1978 柳 生 一族の 陰謀 
137 8 宇宙からの メッセ ー ジ 
187 8 赤稞城 断絶 
188 〇 復活の 日 
188 1 青春の 門 
138 1 屁界 転生 

1882 道 is ■川 

138 2 蒲 田 行進曲 
1903 人生 I1J 場 
188 3 里 見 八 犬 伝 
1384 上海 バンス キング 
198B 火宅の 人 
138 了 必殺 IV 恨みは 6 します 
1S 88 華の 乱 
1992 いつか ギラ ギラす る 日 
133 4 忠臣蔵 外伝 四 谷 怪談 
193 9 おもち や 


高 野 それ だって •これまでの 映画 製作で 監督 
が 消費した 金、 供 却 た 金は 百億 円 じ ゃき か 
ないで しよう .0 W 億 捨てて きた。 

深 作 捨てた なんて とんでもない (笑)。 返っ て 
きた 金 だっ て 百億ち よ 〇 とは 越す はず だから。 
でも、 とにかく 計算して みると、 使っ た 金は 百 
億円に な るんで すね： 7 わ あ (笑 r 
高 野す ごいね、 普通の 人間だった ら 、とても そ 
うや っても の 作りは できない ん だから。 しかし、 
若い ときに 本数 稼ぎした つてい うこと おつし や 
る けれども、 それだけ 集積され た 経験が 「イン 
n— ス高め 必ず 三 遊 間 ヒットになる」 というよ 
うな 演出 術を 身に つけさせた わけで しよう。 う 
らや ましい かぎりです。 

深 作し かし 映画って 仕事は、 個に 始まる けど、 
集団で ない とでき ない ものです からね。 それは 
何に いちばん 近い かと 言えば、 「祭り」 でしよ 
うか。 その お祭りで なんとか 金儲けが できない 
かとい うのが 映画で しよう。 祭りと いう 遊びで 
人を 楽しませ、 そこに ヘンチ クリンな ウ サンく 
さい カオスを 作つ てし まう。 そこへ また、 ヘンチ 
クリンな 人間たち が 集まっ てきて、 さらに ウサ 
ン くさい カオスを 拡大す る" 

高 野  3 の 映画に 関わった すべての 人 も ヘンチ 
クリンと いう わけです ね (笑)。 

深 作 映画と いうのは、 所詮 ウ サンく さい 遊び 
です。 それで 一 生を 棒に振っ て も、 その 結果は 
自分 ひとりで 背負う しかない。 でも、 この 遊 
びは ニヒリズムとは 違 うんです ね。 そ 机な り 
に 一生懸命に 遊ばな くち ゃ、 全然 面白い 映画に 
なつて くれない。 

高 野 Z れ までの 偉大なる 遊びは いかがでした か。 
深 作 今度の ように I 自分の 年齡に そむいて まで、 
孫みたい な 子供ら を 集めて 人殺し ごっ こを さ 
せる。 これ も 遊びなん だ。 何のた めに 年を とつ 
たの か、 馬鹿 じ やない かと 世間 様の ヒン シュク 
を 買いながら、 それでも 遊び 縞け るし かする こ 
とがない。 「業」 という 奴で しよう かね、 これ も • 


きた 気がする。 実社会で あの 子たち が、 あれ 
ほど” N o“を突きつけられる z とはないでしよ 
うからね。 

深 作 そうです ね。 でも 時々 ふっとね、 子供た 
ちは どういう ふうに 思つ てるの か 気になる こと 
は あつた。 しかし 子供ら も 心から 楽しんで いた 
みたいだ ったから 。もっとも、 最後には Z の 私の 
ことを こつ そり 「キンち やん」 なんて 呼んで や 
がっ たそう だけど (笑 r 

高 野 尊敬と いう 言葉で 括れる かどう かは と 
も かくと して、 手強い 大人が いるな と 思っ たで 
しようね。 父親の ほうがは るかに 若い、 男は 
年 じ やない、 人間は 年齢 じ やない と、 あの 子た 
ちは 感じた はず だ。 

深 作 そうです ね。 「監督に 演出して もらっ 
ち やった I! 」 っ て 無邪気に 喜んでる 子 もいた 
りして、 テレビ スタジオ などでは 味わえない 濃 
密な 空間だった のか もしれ ない な。 

高 野 幸せな ことです よね。 こういう 話を して 
いると、僕も監 @ として映画を作りた<なる。 
もっ とも •いわゆる タレン ト 監督 ■異 業種 監督み 
たいには なりたくない から、 相当 作戦を 練 〇 て 
から 取り かからない と 無理 だと 思います がね。 
深 作い や、 やっぱり ある 程度 失敗を 稽み 重ね 
ていた だかない と (笑)。 あまり 大きな 声 U や 言 
えない けど、 異 業種 監督の 皆さんの 作品を 見て、 
内心 ホッ とする ことは ありますな。 映画と いう 
のは‘ j れで なかなか 難し いんだ、 とね (笑 r 

高 野し かし、 今回 ご 一緒に 仕事を して 思っ た 
のは， 深 作欣二 は 本当に 幸せな 監督 だとい う 
こと。 これ だけの 数の 映画を 作れた のは 全 世 
界 的に みても、 あまり 例が な いんじ やない かと。 
深 作 そうで もないで しようが， 四十 年間に 六 
十本ての は、 年間  一 ■五本 平均と いう ことにな 
ります か 。もっ とも 若い ときの 本数 稼ぎが ある 
から、 成立す る わけで £こん ところは 二 年に 一本、 
三年に I 本で し 4 


深 作欣二 監督 フィル モ グラフ ィ 
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観 終 わ っ t 胃の 中が グルグ 
ルし ました。 面白が 〇 たけ 匕 
面白かった! と 素直に 言葉に 
してい t  'のが 迷って しまいます。 
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煽 発 か、 圧殺 か。 生徒と 教師 
を ゲーム 雄に 閉じ込める、 歯 
止めの きかな t  v 論理 が 怖い。 


リアルな 狂気 奪邾つ fc< 

無情に も 少し 中 共感と, 
興奮を 味わ ラ 自分が 怖 

かつた です。 

LVA 

(シンガー） 


は 


% 


%, 


<  - ■ 

哇 1 

攀， 


1L 


m 


ダ 

Q 

7 


多ぐ の 子供達が 死ぬ のに、 不 
で ない の は 監督 が 命 を 大切 t 


思つ ている から。 映 


提示 


た テ _ マを 考えても らいた 


佐 

(饼 優) 


_ ている 間、 身 _ の 中で ァ K 
レナ V ンが 出つ ぱな しにな つ 


ている のを 感じました。 
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少年少女 办 殺し 合う 姿を 描きな 
がら、 実は これほど 前向きで 希望に 
満ち 溢れた 映画は 阼今め ずらし A 
我々 が 生きて いる 世界、 現実の 社会 
とは その J: うな もの ^ と賃い きつた 
上で'  では どうす るの か、 どう 生き 
残つ てみ せる のかと いう 問題を 突き 
つける の だが、 商 I 提示に# 锱する 
街 品が 多い 中， 本 作は 解答に 繫がる 
希 建を きちんと 観客に 伝えて いる。 

運 維な 殺戮を 生き残つ た 主人公 
たちに とつて" エゴ を 肯定す るよう 
な 自分 探し や、 パ ツケ ージ化 さ tt た 
爾しは€はゃ意味を_愁な 1\ "生き 
るた めには 戰わ なければ なら & い 
と 自覚した ± で" しかし 自分たち は 


華を 振 


げる Z とに ためらい 続 


な 璁実に 抗し 得る 唯 I 最大 Q 人間 
的 応答 だ， 憂うべき は 本 作を 単に 不 
快 だと 退けたり R 指定に してし ま 
う 大人たち がいる 乙と だろう これ 
音 教育 上 好まし V ない と 断 じる 大 
人 たちの 自信の t さ こそ‘ 少年 犯 
罪の 温床 匕なる”  BR 法は 決して 給 
空 事では な ^ 


『バトル •ロ ワイア ル』 が 60 作 B の 作品と なった 映画監督 •深 作欣 二の 作品 群から、 

1  丨議 r  フ x イ /v リット 作を 通んで もらった。 IT  _ 


『県警 対 組織 暴力』 の 撮影 現場を 追った テ レ 
ビ 番組を 見た ことがある。 主役 だけでなく 名 
も 無き 俳優 達を 怒鳴り 散 かしながら 演出す 
る 深 作 監督の 姿に 愛を 感じた 映画に 対す 
る 執着とは こういう Z とだと 思つ た 川 谷 さ 
んが 取り調べ 室で 文 太さん や 山城さん に 殴 
られ 蹴られ" やがて 裸に される 場面で、 深 作 
さんは、 矢 ! 1 目を しばた yc かせて いた。 後に 聞いたら、 そうする こ 
とに よつ て 視覚 的に テンポを 速くして いるの だとい う。 つまりは 
睡はシ ヤツ タ—な の だ。 も 0 と 激しく ノもつ と 速く、 深 作さん の演 
出 中の 体温 (テンション) と 脈拍 (パ , 7 I) は 尋常 じ やない。 

『 県警 対 m 織 暴力〗 に 込められた 男の 痛み や 人間に 対する 皮 
肉 や、 現行 社会に 対する もどかし さは、 観る 度に 私の 生理を |摑 
みに 狂わせて しまう。” 世の中 捨てた もんじ やない；， という 映画を 
観る と 吐き気を もよおす 私に とつて、" 世の中 捨てた もんじ やい“ と 
唾 吐く Z の 映画が 好きだ 「 顔 』 の トンネルの カットは この 映画の 
ラス トシ— ンに 出て くる トンネルの カットに 対する、 勝手ながら 
のオマ 九 ンユで t 
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小学生の 分 在で 『仁義な き 戦い』 や 『県警 対 組織 
暴力」 を 映画館で 観る ことので きなかった 不幸な 世 
代な ので、 「マイ ファ— スト キン ジ」 は 中学 入りた ての 
春に 観た 『宇宙からの メッセ— ジ 』 になる その 夏に 
押しよ せる ー スター ウ ォ—ズ J という 黒船！ i 備えて 猫 
も 勺 子 も SF、 といった ム— ドが 世の中 {とい 〇 て も 
中学生な ので 休み 時間 や 放課後と いう 狭い 世界 だが) 
にや 满延 していた し、 中学生ながら にして 慵報 戦の 勝利 Z そが クラスの ヒ 
エラ ルキ— 上位を 確保す るには 必要 不可欠だった から、 もう n に 全米で 
公開 中の その 内容は 雑誌 等で あらかた 把握して いた。 そこ C 『宇宙から 
の メッセ I ジ』 だ •大気圏へ 垂直に 突入して、 追跡す る 警察 所属の 宇宙 艇 
と チキン ■ランを キメる 宇宙 暴走族たち 辺境 惑星の 酒場に 吹き だまる、 
ラメ 入り カンカン 帽に ダボ シャツ の 宇宙 チン ビラ。 そり や もちろん 本家に 
は 及び もつ かない クオリティで あった としても、 通 かに 味わい 深く 魅力的 
な ディ ティ— ルと スビリ ッツが 当時 中学生の 青い 蕾の 如き ナショナリズム 
を直擊 した。 やる じ やん B 本 だって！ 二番 煎 U を 本家 公開 前に 先制す る ■ 
といった 無謀な ゲリラ 的 企画の 中に、 キラリと 輝く 熱い 魂を 仕掛けた 監 
督 「職 人」 などと いう 陳腐な 言葉では 括る 事は 断じて 出来ない し、 
それを 見抜いて 感動し ま <0 た 中学生 も 大した もの だと 思いたい しか 
し 休み 時間の 中学生 どもには それが 理解され ず、 それから 数ヶ月 後の 本 
家 公開に— if  § 

■ { = ! 
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まず 俺の 杉 作 J 太郎 という 名前' この 杉 作 
部分の 『作 』 は 深 作 監督の 『 作〗 を 勝手に 強 
奪した ものである Z とを この 場で 激 白して 
おきます…… し i ん 興味 セ ロメ ー トル 地帯 
の 話で 申し訳ありませんでした。 さて'  その 
申し訳ないと いうの がた だの 文章で あるかの 
ように、 さらに 俺の 中学生の 頃の 話であります。 
私立の 中学を 退校 処分に なつて 「みつともな いな ぁ J 外を 歩く の 
も 辛 かった 俺に、 堂々 と 外を 歩く 術を 教唆して くれたの が 港の 
近 <の 名画 座で 観た 『仁義な き 戦い』 シリ— ズで あった。 それ 以後、 
己の 欲望の ままに 生きて 今日に 至る ま、 それは ともかく 『現代 
やくざ 人斬り 与太 i で菅 原文 太さん が 展開した みつともない 姿。 
それは 従来の 任侠 映画が 提示 して きた 男の 美学とは かけ 9i れ 
たもので あつたが、 男が 生きて いく 生き抜く という ことは 支離滅 
裂で ありながら も 支離滅裂では いられない、 その 困難に 満ちて 
いる。 職業 不定 39 才 独身き わめて 好龟 また 俺の 話 か 二 兀 気で t 
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『暴走 パニック 大 激突. I が 大好きなん です ね、 私は。 
もう 8 年 も 前に 書いた 「神の ように だまして」 
t う 芝居が あって、 いや、 若かった んだ よな、 俺、 
K  でも、 かなり 若さを 無駄に 持て余して たみたい で、 
仁 それは、 松 尾 スズキ =Ha ■グロ •ナンセンス =バ 
^ 力と いう 評価を 決定 づけた 最高の 失敗 作と いわ 
れて いる わけです が、 不評に つぐ 不評で ショ ンボ 
リ している 私に、 唯一 「この 芝居に 元気を もらっ た！」 と 言っ て くれた 
人が いたので すね。 彼は 当時 日 テ レの ディ レ クタ— を やって おった 訳 
です *! その 彼が 「そんな 松 尾さん なら , j んな 映画が 好きで しよ •フ」 
と 一本の ビデオ テ— プを逋 して くれたんで す。 それが 『暴走 でした。 
も、 すん ごかっ た 乱暴で スケ ベで 愚かで とにかく パワフルで 何にも ま 
してく だらない。 室 田 日出 夫、 川谷拓 111 、出演者 全員 最初っ から 最後 
まで 目ぇ 剥き 〇 ぱな し。 ィーッ てし っぱなし。 いや あ* バカで いいんだ。 
I 発で 納得 b それで 私は 勇気を 持った のでした。 

そんな 深 作 監督が 最近 私の 芝居を 観て 「演出したい」 と霄 〇 てく 
ださ 〇 ていたのを 風の 噶に W いた ことがありました。 実規 はしません 
でした が、 耳の 正月でした。 深作監 5 r いつまでも お 元気で。 


乱反射の エネ ルギ 

深作欣 二の 新作 『バトル •ロ ワィア ル』 では、 四十 二 
人の 少年少女が 無人島での たうち 回って 死闘を くり 
ひろげる とき、 思春期の 叫びが 乱反射 状に 沸き立つ。 
この 乱反射 こそ 深 作 映画の 一番 の 魅力であろう。 あの 『仁 
義なき 戦い』 シリー ズが まさにそう であ 〇 た。 前 作 『お 
もちや J にしても、 日 障の 女たち の 生の 乱反射 Z そが 
哀感を にじみ 出す。 

Z のことは 深 作 映画の 多<が 群像 劇で ある ことと 無 
) 関係では ない。 むろん 中心になる 人物は 必ずいて、 『パ 
トル •口  7 ィア ル』 では 藤 原 竜 也と 前 田 亜季が そ ラ だが、 
ドラマの 眼目は 彼らを 含む 四十 二 人 全 M の ジタ バタ 
ぶりに ある。 中心と いうなら'  むしろ 教師 役 ビ—卜 た 
けしであろう。 彼の 位置は 『仁義な き 戦い〗 シリ— ズの 
菅原文太や『おもちや』の冨司純子に似ている 

明らかに 深 作 欣二 は阜 独の ヒ— 口— にあ まり 興味は 
なく、 何人もの 登場人物に ジタ バタ 悪あがきを させ、 
そこに 人間の 生の 裸 形を 見ようと する ので ある だか 
ら深作 映画は 多 焦点の ドラマ 構造を なす" 

最初 期の ギャング 映画 『白昼の 無頼漢』 からすで に 
そうで、 日本人、 韓国人、 白人、 黒人な ど、 多様な 人物 
の 思惑の もとに 死圔を 描く。 やくざ 映画 『博徒 外人 
部隊 i も、 戦争犯罪 告発と 戦後 批判を 重ねた 『軍旗は 
ためく 下に J も、 時代劇 『柳 生 一族の 陰謀 1 も、 SF 活 
剌 『宇宙からの メッセ— ジ』 も， 大正 文士の 愛憎を 描 
く 『華の 乱』 も， その 点では 変わ— いべ 狼と 豚と 人間 J 
は 三团 連太郎 ，高 倉 健、 北大 路欣 也の 兄弟が 殺し 合 
うアクション映画で、三焦点が面白さを発揮する。 

ジャンルの 多彩 さに 注目し よう 深 作欣 二は どんな 
映画で あれ、 多 焦点の ドラマから 乱反射の H ネル ギ— 
を 放散させる ので ある。 渡哲 也が 主人公の 『仁義の 
墓場 i でも、 死神の ような 若い やくざの 巻き起こす 乱 
反射 こそが 痛く 胸に 突き刺さっ てく る。 

もともと 映画とは 多面 構造体で あり •さまざまな 見方、 
感じ 方が 成り立 深作欣 二は そのこと を 踏まえて、 
乱反射 状の ドラマを 差し出す。 深 作 映画の 多くが バィ 
オレン X に 潢ち ている の も、 暴力に こそ 人闕の 生の 乱 
反射の H ネル ギ ー を 見る からにち がいない 。そこから 
魂の 叫びが ほとばしる。 
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PRMHICIION  NOTE 


プロ デュ— サー 


深 作 健 太 


99 年の 4 月、 まだ 出版され たばかりの 原作の 帯 『中 
学生 42 人 皆殺し!?』 を 見た 監督が、 年齡 70 にして 「 才 
レが これを 提 る!」 と 言い出した 時は ％ つ いに モー 
ロク した かと 疑っ てし まった。 その後、 私は 東 映 
への 人質と して プロデューサー を やらされる ハメ に。 
先輩の 小 林 千 恵さん と 各 企業へ 資金 集めに 走る 
の だが， いきなり オン ナ •コド モが 飛び込みで 「中 
学生が 殺し 合う 映画です! J と 説明しても 普通は ど 
こも 眉を ひそめる ばかり。 綰局 、この 企画に 物 好 
き (失礼） にも 出資して TS った 7 社に よって 製作 
委員会が 結成され、 2000 年 6 月 20 日 クランク •イン, 
70 日の 提影 日程で 9 月 1 日 アップ、 編集 やワ ルシャ 
ワ での 音楽 録音と いった 仕上げ 作 菜を 経てつ い 
に 10 月 25日、 この 前 ft 未聞の 「問題 作」 は 完成した。 
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監督 「おまえい くつ だ？」 山 本 「 16 才です0!」監督「ちがぅ、 
身長 聞い てんだ！」 才—デ イシ ヨンで 監督と 山 本 くんが 交わし 
た！ 発 目の 会話で ある J 取 初'  川 田 役に 山 本 くんの 名が 挙がった 
時は、 製作 委員会の 猛 反対が あった。 だが 監督は 「太郎 が ダメな 
らオレ も 降りる」 と 粘り、 結局 委員会の 方が 折れる 事に。 そん 
な 事 も あって か’ 監督は 山 本 くんが 現場に いると ホッ とする。 山 
本 くんには かつて 監督が 愛した 俳優 達の 匂いが ある □時に みん 
なの 笑い もとり、 42 人の イイ 兄貴 分に なつて くれる すごい 朝 早 
く 撮影所に 入っ て、 一生懸命 台詞 覚えて たと ころへ 全然 変わっ 
た 改訂 持つ てつた 時は のけぞつ ていた 山 本<ん4 現場では 監督の 
カンペ 攻擊 にも 臆せず、 堂々 と 深 作 組の 兄貴 分を つとめて くれ 
ました。 誰 だ？ 中学生に 見えない なんて 言つ てるのは "誰が ど 
う 見ても カツコ イイ 兄貴-川 田 章 吾 じ やないで すか。 


「 ォレ 、この 作品 出て マジよ かったっ スよ！ 」 嬸 しそうに 安藤 くんが 
寄っ てく る 何 かいい 事が あったの かと 思う と 「だっ てジ ョ！ジ 
さんっ ス からね！」。 監« は、 年に 似合わず し 0 かり 生徒 42 人の 
顔と 名前を 全部 覚えて たりす る。 だけど 疲れて くると やっぱり 
言語中枢から 70 才に なる カメラマンの 柳 鳥さん の 愛称は 「ジ 
ミ— さ 人」。 だが す 〇 かり 監督が 間違えて つ ショ— V 0 ん， ジ ョ—ジ 
さん I」 と セットの 中で 連呼す ると、 スタ 7 フは 誰が 呼ばれて るの 
か 理解 出来ず ボ カンと している V 思わず 山 本 くんが 「僕です か？ (山 
本讓二 ごと ボケて くれる しまいに 安藤 くんの 方は 「カズ ヤ 、カズ ヤ」 
と 呼ばれる 始末。 それっ て 『ギラ ギラ i  j の 木 〇  | 八？ そうい や 

監督へ なつく とこと か 雰囲気 似て るけ ど . 後で ごめんね と 

謝る と、 「いえ、 俺 カズ ヤで いい 〇 スよ j と g いながら も その 背中は 
スネて いた。 ラス ト、 廃墟の 炎の シ—ン では、 血の 涙を 流した メイ 
クに 「デビル マンみたい で カツコ イイ じ やん」 とから かう と 「さつきは 
別の 人に 大槻 ケンヂつ て 言われた …… 」 とさら に また スネて いた。 


才— ディ シ ョンが 始まった のは 1333 年 10 月の 事。 その後、 半 
年 かけて 演技 経験者 ばかり 800 人 以上の 候補者の 中から 選 
び 抜かれた のが 精銳 42 人。 基準は 何ょり 運動神経と •「監督と n 
ミユニ ケ—シ ョンが とれる」 事なん とい 〇 て も 「おまえの 足、 何 
文 だ？」 って 聞く 監督 だから……。 御存じの 通り、 深 作 組は 撮影 
が 深夜にまで 及ぶ 事から 「深夜 作業 組」 と 呼ばれて いるが、 監督 
は 年く って 朝 も 早くな ってし まった ため、 まるで 「I I 十四 時間 作 
業 組」。 成長期の 子供達は 眠気を こらえ、 ょく ぞ しつこい 深作演 
出に 堪えて くれ* r 監督 も 第二の 「ビラ ニア 軍団」 (かつて 東 映の 
ヤクザ 映画を 支 え た 大部屋 俳優 達の 演技 集団) が 出来た と大 
喜び" 映画は あくまで デ イス コミュニケ— シ ヨンが もたらす 悲劇 
を 描いた 物語 だが •現場は 70 才の 監督と 十代の 俳優 達が 嫌り なす， 
奇跡的な くらい 濃密な コミュニケ I シヨ ン によって 支えられて いた。 


ビ— 卜た けし VS 深 作欣 二の 対決は、 実は 『その 男、 凶暴に つき j 
(北 野武 第一 回 監督 作品、 当初は 深 作が 監督す る 予定だった) で 
の ニアミス 以来 •実に 十 I 年ぶりの 夢の 顔合わせと なる。 たけし 
さんの 起用は 監督た っての 希望で あり、 役名 もズ バリ 「キ タノ」。 
現場では、 監替の 目線に 入らぬ よぅ、 セットの 裏で 「ア— もぅ 帰 
りて ぇ j とか 言いながら、 しっ かり 監督の 演出は 注意 深く 耳で 
聞いて いたた けしさん 「I 作 目が 深 作さん だっ たら オレ 絶対 監 
督に ならな かつた よ」 との 事。 とにかく 熱い 炎の 深 作 演出と、 俳 
優 ビ—卜 たけしの 静かなる 氷の 暴力が ぶつかり 合い、 深 作 組と 
北 野 組 両方の 精銳 スタッフが 結集した 播肜 現場は、 緊張から 汗 
と 冷汗が 入り 混 U る 0 そんな 中、 教室の 隅で こ 〇 そり 生 コマ ネ 
チを 披露、 生徒 達の 緊張を 解く 優しい キ タノ 先生の 姿 も あ 〇 た。 


すべての シ— ンをス タントな しで こなし、 その 「熱い」 人柄が ス 
タッ フを 驚かせた のが 藤 原 <ん TV では 美少年と して、 アン ニ ユ 
ィな 役柄での 魅力が 目立 0 ていた 藤 原 くんだ が、 今回は 本人の 
地に 近い (？) 「熱い」 七 原を エンジン 全鼷で 演じて いる。 1 カッ 
卜 1 カッ トの 集中力は とにかく 凄まじく  v 「少しは 気ィ 抜いた 方 
がいいよ」 と 余 If な 心配を したくなる ほど。 診療所での 銃擊戦 
では 爆 炎の 中、 宙に 舞ぅ フン〆 タツと いぅ 貴重な カットが 描 影 さ 
れる ，余計な ギミックは 一切な し JAC の 諸 鍛冶 アクション 監督 
の 指導の 下、 青 アザ镰 りキズ あたりまえで ナマの アクションに 挑 
む 藤 原 くんの 姿は、 文句な L. の 臨場感を 生み出して いる ラスト、 
渋 谷での } I 影 終了後、 そのまま 原作の 七 原よ ろしく アメリカで 
の CM 撮影に 旅立った 藤 原 くん •多忙な ス ケジュ ■ルに 負けず. 
これから もス ゴイ 役者への 階段を 着実に 昇つ ていつ て 下さい。 


「亜季ち やん つて 芸歴八 年の ベテラン だよ ね」 f え— つ、 そんな やつ 
てないで すよ デビ ユ— したの 92 年 だし…… あ」 去年の 十月、 ま 
だ 固ま - D T いない 典 子の キャ ラ クター 股定を 読んで、 「これつ て あ 
たしみたい」 と 自然に 眩いた のを 覚えて いる。 「こんな 子、 膦に並 
ばせ たらた けしさん、 困る だろう な」 そんな 思いから、 まず シナ 
リオは 劇場 公開 版では 幻と なつて しまつた キ タノと 典 子の 川原 
での ラスト シ—ン ! ) から 組み立てられて いつた。 どんな シ—ン 
でも、 全く 臆する 事な く カン ロク でのり き P T みせる 亜季ち やん。 
ふてぶてし いのでは ない g ホ 7 〜ンと あがらない。 ラス ト、 教室 
での キ タノとの 対決では 愛を 告白され た 男の 死に 直面して、 た 
ぶん それは 本人 も 無自覚の 内に 「女」 の 表情 さえ 見せて いる。 ま 
さしく 十五 才に して 大物 女優の 誕生な の だが、 唯 一 心配な のは 
八 年 目で 「新人 赏」 つて 貰える のか？ あ、 もうこれ は 「主演 女 
優 賞」 か。 


8 月の 最後の 1 週間は 八丈島で 宿泊 〇 欠 現場と なる 八 丈 小島 ま 
では 正規の 交通 ル— 卜は なく I 毎朝 スタッフは 八 丈 本島から 漁船 
を お借りして 30 分、 キャ スト や 機材は ホテルの 前に 特別に 
設置した ヘリ ポ— 卜から、 ヘリで 10 分かけ て 小島へ と 渡る 事に 
亜季ち やん ら キャ ストは 初めて 乗る ヘリの II 音に 大は しやぎ 0 八 丈 
小島は 三十 年来、 無人島の ため 水 も 電気 もな く、 製作 部は 氷の 夕 
ン ^ 照明 部は ジェネ レ— ターを 担ぎ上げ、 猛暑の 中、 山を 昇りな 
がらの 描 影だった A スタッフ 全員 真っ黒に 日焼けした 最終日 - 同 酒 
が 回り 服を 着た まま、 プ— ルめ がけての ダィビング 大会。 あまりの 
乱痴 気 H ぎに ホテルの 従業員 やお 客が 総出で 呆れて 見守る 中、 い 
きました よ* 監督 *! 誰も 誘って ない のに、 若い 奴に 負け じと 自ら 飛 
び 込む 70 才 。まあ、 死んでも あと 分 置たい して 残 0 てない し大 
丈夫 かと 思って いると、 私 も 藤 原 クンに 落とされた 。 水中では 隣で、 
プ □ デュ— サ— の片 岡さん が 「アア 、オ レの ケイ タイが I」 と 叫んで 
いる 結局， 今まで 培 0 た メモリ— は、 全部 とんで しまいました とさ 


さて、 撮影が 終わりい よいよ 編集 作業と なった ところで、 大 混乱と 
なった のが 作 編曲 ■指揮の 天 野さん。 映画 全部の 尺 (長さ) が 出て、 
やっと 作曲 出来る 状況に なった のが ボ— ランド 出発の ~ 週間 前。 時 
間がない。 あまりに も 時間がない 一 しかも 『バトル ー』 は、 ほぽ全 
編に 渡り 音楽が 鳴り響く 映画で ある - 週間、 不眠不休で 作曲し 
て も 間に合わず 、ワルシャワまで 持ち越しに。 飛行機の 中でまで 
作曲され、 とぅとぅ ワルシャワ フィ ルでの 音楽 録音 当日 総勢 百 二 
十 人に 及ぶ 7 ルオ— ケス トラの 演奏を 指揮しながら も、 休憩時間 
には 宿へ 帰って 作曲を 続けた 天 野さん。 ついに、 たった 二日 間の 録 
音で 全 四十 曲、 総計 九十 分 もの 音楽 録音を 成し遂げた！ そし 
て あの クオリティ、 重厚な 響き！ まさに 天才っ！ スタジオでは、 
徹夜の ハイな 状態から、 つまらない ギャグを 連発し、 | 人で 大ゥケ 
する 天 野さん (すいません あまりつ まらな かつた ので ひとつ も覚 
えてません —— ) 私は そこに、 現代の モ—ツ アルトを 見た！ 


さて、 プロ デュー スを 兼ねて シナリオを 担当 させて いただいた のが 
わたくし、 健 太です。 脚本 製作は | 月から 始めたん です が： J れが 
もぅ ゥ チの 監督は 大変で、 深夜の 7 ァミ レスで パフ H 食いながら 生 
クリ I ムの ついた ス プーン 振り回して 「オ レは やっ ばり 人殺しを 主 
役に したいっ！」 とか 「ラストは 渋 谷の 交差点で 回りながら マシン 
ガン 撃 つんだ - アルア ビブ だ ぁ丄 とか 方針が n  ロコ ロ 変わっ てもぅ 
訳が わからない。 なんとか 決定稿が 出来て 撮影に 入っても、 朝'  現 
場へ 行く 車の 中でまで あ f だ こ— だと 大喧嘩 ちなみに 冒頭の 七 
原の 父が 首吊りして いる シ—ン で、 トィ レット ぺーパ ー に 「秋 也： 力 
ンバ レ」 と 害いて あるのは 監督の アドリブ。 スタッフに 「あれは 健 太、 
ガンバ レと 書いて あるん やで」 と 皮肉られました が、 さて、 息子 側 
からの 返答と しまして は……？ 教師 キタ ノの俩 から 生徒を 観 
る 親父の 「演出」 VS 生徒の 側から リアルな 感情を 拾いたい 息子の 「脚 
本」 とい ラ 親子 対決が'  そのまん まこの 作品が も 〇< 大人 VS 子供 > 
の 対立を スト レ— 卜に 映し出して いる、 とい いんです が 


監督の ィスの 袋には デッ カィ 必殺 武器 「ハ リセ ン ちょっ ぶ」 が 入って 
いて'  ミスった 生徒は これで パ シッ とやら れま t 側面には キル マ— 
クの ように やられた 人の 名前が 書かれて いって。 誰 だ？ 「ビ —卜 
たけし」 なんて ラク ガキ したのは！ たけし さんは 殴って ません (笑) 
何より 現場で スタッフが 疑問だった のは V 70 才の 監督が どうして I 
番 元気な のか、 という 事。 70 才 にして、 短 パンに タンクトップ、 真っ 
黒に 日焼けして、 渋 谷の 街を 駆け抜ける！ 必死に 追い かける ス 
タツ フは 、まるで 徘徊 老人を 捕まえようと してる かの よう。 たけ 
しさんい わく 「絶対 ヤク やって る」 との 事です が、 あながち 間違い 
ではなかった んじゃ ないかと 撮影 中に ジミ— さんに 教わった 巻き 
煙草を 媢 しそうに 巻いて いる 監督を 見て、 ゥ チで 祖母な どは 「い 
い 年 こいて 逮捕は みっともな いよ」 と 真剣に 心配して ました。 深夜 
に 愛用の 精力 剤を スタッフ みんな 並ばせて は 配給して いる 姿は、 ま 
さに ヤバィ じいさん そのもの 。そういえば 誰 だ？ 監督の 机の 上 
に 小道具の ヒロ ポン 持っ てきて わざわざ 鼠いた のは 
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